
ET ソフト ウェアデ ザインロボ ットコ ン テスト参加 規約   

  

 本書は、ET ソフ ト ウェアデザ インロ ボ ットコンテ スト（愛 称： ET ロボコン）2014 の

参加規約書 です。 ET ロボコ ン 2014 参 加チームは この参 加 規約に合意 し参加 す るものと

します。内 容把握 し 遵守してく ださい 。  

 ET ロ ボ コン は 、 組込 み シ ステ ム の 開 発技 術 者 、学 習 者 に 初等 的 な 教育 機 会 、 本格 的な

応用 学 習 機会 の 提 供 を目 的 と して 実 施 し ます 。 ET ロボ コ ン は先 進 的 な技 術 者 ・ 研究 者諸

氏の献身 的なボラ ン ティア・ ベースの 活 動協力によ り開催 ・ 運営されて おり、 ス ポンサー

および多 くの協力 者 ・団体に より支え ら れています 。心か ら 感謝します 。また 、 参加者は

教育機会 を共有し 同 じテーマ に挑戦す る 仲間である とも言 え るでしょう 。関係 さ れるみな

さんにおか れまし て は、相互理 解の上 で お互いに敬 意を持 っ て活動して くださ い 。   

 

2014 年 3 月 7 日  

ET ロボコン実 行委員 会  

  

 

１．コンテ ストの 内 容   

 

 

(1) コンテス ト部門   

 

デベロッパ ー部門 、 アーキテク ト部門 が あり ます。  

デベロッ パ ー部門 は プライマリ ークラ ス とアドバン ストク ラ ス がありま す。  

アーキテク ト部門 は クラス分け されて お らず、アー キテク ト 部 門が一つ のクラ ス です。  

以上、合計 ２部門 3 クラスの競 技があ り ます。  

参加チー ムはいず れ かの クラ ス に参加 し ます。一つ のチー ム が 複数のク ラス へ 参 加はでき

ません。    

  

■デベロッ パー部 門   

[1] プラ イマリ ーク ラス  

組込みシ ステム開 発 、学習の 入門、初 級 者 を対象と し、技 術 の基礎を学 びチャ レ ンジする

機会を提 供するも の です。 規 定の走行 体 （自律型ロ ボット ） で指定され たコー ス を走行す

るシステム を開発 し ます。   

[2] アド バンス トク ラス  

プライマ リークラ ス の経験者 および組 込 みシステム 開発に お ける応用学 習者を 対 象とし、

技術を応用 できる ス キルを磨く 機会を 提 供するもの です 。規 定の走行体（ 自律型 ロボット）

で指定され たコー ス を走行する システ ム を開発しま す。   

 

■アーキテ クト部 門   

デベロッ パー部門 の 卒業者や 組込みシ ス テム開発の 中級者 を 対象とする もので 、 システム

全体の企 画・ 開発 に チャレン ジ する機 会 を提供する もので す 。 規定の走 行体（ 自 律型ロボ

ット）で 指定され た コースを 走行する シ ステムを開 発し 、 そ れを含め て 、シス テ ム 、サー

ビス を自由 に企画 開 発します。   

 

 

(２ )  デベロッ パー 部門、アー キテク ト 部門ともに 以下の 内 容を実施し ます。   

 

■総合評価  ：  以 下 のモデル企 画審査 と 競技をあわ せた総 合 結果。   

■モデル企 画審査  ：  デベロッ パー部 門は 走行 競技の システ ム 分析設計内 容モデ ル 。  

          アーキテ クト部 門 は企画開発 するシ ス テムの企画 内容と シ ステム  

          設計モデ ルの評 価 、審査。  

■競技  ：  デベロ ッ パー部門、 アーキ テ クト部門と も、自 律 型ロボット の走行 性 能競技。  

      さらに ア ーキテクト 部門で は、企画開発さ れ実演 さ れたシステ ムの評 価、審査。  



 

[1] 競 技 内 容 、 審 査 項 目 は 別 途 、 実 行 委 員 会 か ら 呈 示 さ れ る 競 技 規 約 、 審 査 基 準 を ご 参

照ください 。   

[2] 参加 に必要 な機 材 、ソフト ウェア 等 は参加者に て準備 し てください 。（走 行体 、開発

用コンピ ュータ 、 モ デリング 用 等のソ フ トウェア、 実験や テ ストに必要 な機材 、 提出に必

要な機材・ ソフト ウ ェア  等）  

競技会 本番 で使用 す る走行体の バッテ リ ー（乾電池 ）は実 行 委員会より 配布し ま す。  

[3]  モ デ ル 企 画 審 査 と 競 技 の 両 方 へ の 参 加 が 必 須 で す 。 競 技 の み 、 ま た は 、 モ デ ル 企 画

審査 のみの 参加は で きません。  

モデル企 画 が提出 さ れない、 モデル企 画 が開発され ていな い 、 モデル企 画 の開 発 への注力

が著しく 低く競 技 の み参加と 見られる チ ームは、 モ デル企 画 審査は不参 加とな り ます。お

よび、競技 はエキ シ ビション（ 参考） 扱 いとなりま す。   

モデル企 画 を提出 し て競技に 参加でき な い場合は、 モデル 企 画 審査 はエ キシビ シ ョン（参

考）扱いと なりま す 。  

[4]  ET ロボ コンは 組込みシス テムの 企 画開発を実 践する 場 となってお り、競技 会場の環

境変化や誤 差等に は 、参加チー ムにて 積 極的に対応 するこ と が 求め られ ま す。   

 

 

(3) コンテ スト方式      

   

[1] 北 海 道 （ 北 海 道 ）、 東 北 （ 岩 手 ）、 北 関 東 （ 栃 木 ）、 東 京 （ 東 京 ）、 南 関 東 （ 神 奈 川 ）、

東海（静岡 ）、北 陸（ 石川）、関西（京 都）、中四国（広島）、九 州（福岡）、沖縄（ 沖 縄）の

11 地区 大会 を 実施 しま す。 全 ての 参加 チー ムは い ずれ かの 地区 大会 に参 加 しま す。 一つ

のチームが 複数地 区 への参加は できま せ ん。   

[2]  各地 区大会 より 選抜された 参加チ ー ムにて、チ ャンピ オ ンシップ大 会を行 い ます。   

チャンピオ ンシッ プ 大会の参加 チーム 数 は 40 を予定し てい ます。  

各地区大会 からの 選 抜条件：  

A. 各地 区大会に て 総合評価の 優秀者 、 および実行 委員会 が 特に認めた チーム を 選抜  

  します 。選抜 さ れたチーム はチャ ン ピオンシ ッ プ大会 に 参加してい ただき ま す。  

B. 各地 区から の選 抜数 は、全 地区大 会 開催前に確 定発表 さ れます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２． モデル 企画 審 査  

 

  

(1) 地区大 会、チャ ンピオンシ ップ大 会 とも、参加チ ームは 、実行 委員会 指定の 地区ごと

に指定され た期日 、場所にコン セプト シ ート、モ デル企 画 の 内容を提出 します 。 提出され

たコンセプ トシー ト 、 モデル企 画 の内 容 を審査委員 会にて 審 査します。  

  

 

(2) チャン ピオンシ ップ大会参 加チー ム における モ デル企 画 の修正  

[1] デベ ロッパ ー部 門  

地区大会 に 提出し た ものと同 じ内容の コ ンセプトシ ート、 モ デルを提出 します 。 内容変更

はできませ ん。  

[2] アー キテク ト部 門  

地区大会 に提出し た ものから 、 期限内 に おいてコン セプト シ ート、 企画 の 内容 を 変更する

ことがで きます。 実 演内容が 変更とな る 場合であれ ば、実 演 内容と合致 した企 画 を提出し

てください 。  

  

 

(3) モデル企 画 審査 の提出物  

  

[1] デベ ロッパ ー部 門  

A. 以下 を電子媒 体 に記録した ものを 提 出してくだ さい。   

(A) コンセプトシ ー ト  ：  開発 コンセ プ トを表現し た資料 。 指定フォー マット 。  

  A3 横版 1 枚で 、 別途指定 内容が 呈 示されます 。  

(B) モデル  ：  フリ ーフォーマ ット。  

  A3 横版 1 枚以 上 5 枚以内とし ます 。    

(C) 媒体のデータ 形 式  ：  pdf ま たは ppt。デー タサイ ズは 5Mbyte 以 内とし ます 。   

  

B. 上記 A と同じ 内 容の印刷物 （紙媒 体 ）を提出し てくだ さ い。   

(A) 掲示用  ：  地 区 大会、チャ ンピオ ン シップ大会  とも に 各１部。  

       競 技 会場に掲示 される コ ンセプトシ ート、 モ デル。  

(B) 審査用  ：  地区 大会、チャ ンピオ ン シップ大会  とも に 各ｎ部。  

       （ ｎは 、期日前に 実 行委 員 会より指定 されま す ）  

        実 行 委員会が審 査する た めのコンセ プトシ ー ト、モデル 。  

  

[2] アー キテク ト部 門   

 

A. 以下 を電子媒 体 に記録した ものを 提 出してくだ さい。  

(A) コンセプトシ ー ト  ：  開発 コンセ プ トを表現し た資料 。 指定フォー マット 。  

  A3 横版 1 枚で、 別途指定内 容が呈 示 されます。  

(B) モデル企画  ：  フリーフォ ーマッ ト 。枚数制限 はあり ま せん。  

(C) 媒体のデータ 形 式  ：  pdf ま たは ppt。デー タサイ ズは 100Mbyte 以内 としま す 。  

 

B. 上記 A と同じ 内 容の印刷 物 (紙媒体 ） を提出して くださ い 。   

(A) 会場掲示用  ：  地区大会、 チャン ピ オンシップ 大会  と もに各１部 。  

          競技会場に 掲示さ れ るコンセプ トシー ト 、企画書。  

         競技会場に 掲示さ れ る企画書は A3 横版 5 枚までとし ます。    

(B) 審査用  ：  審査 用の紙媒体 の提出 は 不要です。  

 

※注意事項： ET ロ ボコン 2014 の審査 委員は、日本語を 母 国語とする メンバ ー で構成さ

れています ので考 慮 してくださ い。  

電子媒体 への記録 形 式（デー タ構成、 フ ァイル名等 ）は、 実 行委員会か ら指定 さ れます。

電子媒体 内容と印 刷 物が同じ であるか ど うかは、実 行委員 会 は確認でき かねま す 。各チー



ムにて版 数管理等 に より確認 したもの を 提出してく ださい 。 電子媒体、 審査用 印 刷物とも

審査に使用 されま す 。  

 

 

(4) モデル 企画 の提 出期日  

  

地区大会、チ ャンピ オ ンシップ大 会とも、各 競技会の 2 週間 程度 前を予定。期 日確定 次 第、

実行委員会 よりご 連 絡します。  

電子媒体 、印刷物 と も、期日 指定時刻 ま でに指定場 所に提 出 してくださ い。期 日 指定時刻

までに提出 されな い 場合は、審 査の対 象 となりませ ん。   

  

  

 

 

３．表彰  

  

 

(1) 各地区大 会  

  

[1] デベ ロッパ ー部 門  

  モデル 審査と 競技 をあわせた 総合評 価 の上位、お よびモ デ ル 審査の上 位、競 技 の上位。 

[2] アー キテク ト部 門  

  企画審 査と競 技を あわせた総 合評価 の 上位。  

   

 

(2) チャンピ オンシ ップ大会  

  

[1] デベ ロッパ ー部 門  

A. プラ イマリー ク ラス  

 モデル審 査と競 技 をあわせた 総合評 価 の上位 、お よび競 技 の上位。  

B. アド バンス トク ラス  

 モデル審 査と競 技 をあわせた 総合評 価 の上位およ び、競 技 の上位。ま た、モ デ ルに  

 おいて審 査員が 技 術的な観点 におい て 表彰に値す ると認 め たもの（ 観 点別表 彰）。  

 

[2] アー キテク ト部 門  

 モデル企 画 審査 と競 技をあわせ た総合 評 価の上位。  

  

 

(3) 各大会 において 、実行委員 会が特 に 表彰に値す ると認 め たもの   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



４．参加資 格、参 加 費  

  

 

(1) 参加資 格  

  

 高校生以 上。エン ジ ニア及び大 学生、高 専生、専門 学生を主 な対象とし ていま す 。組込み

ソフトウ ェア開発 お よび同技 術教育に 興 味を持って いる方 で 、他の競技 者との 意 見交換、

情報交換 が可能で あ ること。 ただし、 未 成年の場合 には保 護 者または成 年責任 者 による参

加同意と付 き添い が 必 要です。 参加は 複 数人のチー ムを原 則 とします。  

 

 

(2) 想定参 加者  

  

・企業にお けるソ フ トウェア開 発技術 教 育としての 参加   

・ソフトウ ェアエ ン ジニア個人 または エ ンジニア同 士での 技 術力向上へ のチャ レ ンジ  

・大学にお けるソ フ トウェア・ エンジ ニ アリング教 育とし て の参加  

・高校、高 専、専 門 学校等にお ける、 コ ンピュータ 、ソフ ト ウェア技術 教育と し ての参加  

・ ET ロボコン の実践 により人材 育成を 推 進しようと する行 政 機関 。  

・参加 実践を ET ロボコンの取 材機会 と するメディ ア  

 

 

(3) 個人の 扱いにつ いて  

  

 個人の参 加 資格 は、技術者・教 員・学生 が 個人の集ま りで参 加 するために 設けた 資 格です。  

ET ロボ コ ン の 活 動 を所 属 に 頼ら ず 、 自 己研 鑽 の 機会 と し た チャ レ ン ジを 支 援 す るも ので

す。企業 、大学等 で の団体で の資格で は ありません 。個人 参 加の場合、 以下と さ せていた

だきますの であら か じめご承知 くださ い 。  

・所属名は 公開さ れ ない。チー ム名に 所 属名、所属 略称を 含 むことはで きない 。  

・参加費等 の領収 書 発行時、宛 名は個 人 名。  

 

※企業、 大学等で 、 所属名を 公表した く ない場合は 、参加 資 格は企業、 大学等 の ままで、

所属名を公 開しな い 手続きとし ます。  

 

[1] 以下 のよう なこ とはご遠慮 くださ い。（過去の実 際例）  

・企業や大 学等の 団 体としての 参加で あ りながら、 個人資 格 で参加。  

・同一団 体より複 数 チーム参 加。１チ ー ムは企業、 大学の 資 格で参加し 、他チ ー ムは個人

の資格で参 加。  

 

  このよ うな、 個人 資格を団体 の参加 費 低減のため に利用 す ること。  

  （同一 団体で も、 所属団体に 頼らず 、 関わらずの 個人資 格 は、ありえ ます）  

 

・地区大 会には、 個 人の資格 で参加。 チ ャンピオン シップ に 選抜された 後 、企 業 、大学等

の資格に変 更し、 所 属名公開し たいと 要 望。  

・地区大 会には、 企 業、大学 等 の資格 で 所属名非公 開で参 加 。チャンピ オンシ ッ プに選抜

された後、 所属公 開 したいと要 望。  

 

  このよ うな参 加資 格や公開情 報の変 更 。  

  

 

(4) 産学官 連携での 参加  

 産学官連 携での 参 加となる場 合、以 下 の参加資格 として く ださい。  

・産学連携 ：企業  

・産学官連 携：企 業  



 

 

(5)  参加登 録料：  

 

参加  

資格  

参加者チー ムの所 属  参加費  

企業  企業（およ び下段 所 属以外の法 人）  108,000 円 （税込 み）  

大学  大学、大学 院  43,200 円（ 税込み ）  

短大  短期大学  3 年制以上の 学科  43,200 円（ 税込み ）  

2 年生までの 学科  21,600 円（ 税込み ）  

専門  専門学校  3 年制以上の 学科  43,200 円（ 税込み ）  

2 年生までの 学科  21,600 円（ 税込み ）  

高専  高等専門学 校  専攻科  43,200 円（ 税込み ）  

本科  21,600 円（ 税込み ）  

高校  高校  21,600 円（ 税込み ）  

個人  個人の集ま り  43,200 円（ 税込み ）  

特別  ET ロボコ ン に協力 し ていただけ る行政 機 関、

メディア  

無料  

 

※共通 技術 教育へ の １名 /チー ムの参 加費 を含みます 。   

※特別参加 の可否 は 本部実行委 員会に て 判断させて いただ き ます。  

  

 

(6) 技術教育 追加費 ：  

 

共通 技術教 育にさ ら に１名 /チ ームの 追加 参加を希望 するチ ー ムは、参加 登録料 とは 別に以

下の技術教 育追加 費 が必要です 。追加 参 加は各チー ム最大 1 名です。  

参加  

資格  

参加者チー ムの所 属  技術教育 追 加費  

企業  企業（およ び下段 所 属以外の法 人）  10,800 円（ 税込み ） 

大学  大学、大学 院  5,400 円（税 込み）  

短大  短期大学  3 年制以上の 学科  5,400 円（税 込み）  

2 年生までの 学科  5,400 円（税 込み）  

専門  専門学校  3 年制以上の 学科  5,400 円（税 込み）  

2 年生までの 学科  5,400 円（税 込み）  

高専  高等専門学 校  専攻科  5,400 円（税 込み）  

本科  5,400 円（税 込み）  

高校  高校  5,400 円（税 込み）  

個人  個人の集ま り  5,400 円（税 込み）  

特別  ET ロボコ ン に協 力 していただ ける行 政 機関、

メディア  

無料  

 

 

(7) 参加登録 料、 技 術教育追加 費のお 支 払い手続に ついて  

  

参加確定後 、実行 委 員会指定口 座へ振 込 となります 。 振込 に 関する 手数 料は参 加 者にて  

ご負担くだ さい 。  

振込日、請 求書、 領 収書等の取 扱いに つ きましては 、 別途 登 録対応して いただ き ます。  



領収書等 の証票に つ いて、実 行委員会 指 定内容以外 をご希 望 される場合 は、別 途 手数料を

いただきま す （例 ： 領収書を紙 で発行 、 郵送する等 ）。  

参加確定後 に参加 辞 退されても 、参加 登 録料は返却 いたし ま せん。  

  

 

(8) 参加登録 料のお 支払い期日  

  

2014 年 5 月 30 日 までに実行 委員会 指 定口座に入 金され て いること。  

期日までに 入金な い 場合は、参 加を取 り 止めとさせ ていた だ きます。  

  

 

 

５．参加登 録  

  

 

(1)  参加チ ームは、 実行委員 会 指定の 登 録フォーマ ットに 必 要情報を入 力して く ださ い 。 

2014 年 は、 ET ロ ボコンのホ ームペ ー ジにて登録 してく だ さい。    

 

 

(2)  参加チ ーム名 、所属、参 加カテ ゴリ 、地域に ついて は、 ET ロボコン公式 デー タとし

て取扱い、 公表す る ものとしま す。   

 

 

(3)  チーム 名、所属 について  

 

各掲載制限 上、チ ー ム名の文字 数は実 行 委員会より 制限さ せ ていただく ことが あ ります。  

チーム名 、所属名 は 、公序良 俗に反し な いものとす ること 。 所属名は本 来の所 属 名として

ください。 宣伝め い た内容を入 れる等 は 不可としま す。  

個人参加 の場合、 各 種掲示情 報に所属 （ 会社名、学 校名等 ） は表記され ません 、 また 所属

名、所属 略称等を チ ーム名に 入れる、 所 属公開と同 等のチ ー ム名とする ことは 不 可としま

す。  

 

 

(4)  参加地 区の原則   

 

 各チーム の参加 地区 大会は、チ ームの 活 動拠点（都 道府県 ） により下記 を原則 と します。 

 

地区  都道府県  

北海道地区 大会  北海道  

東北地区大 会  青森、岩手 、秋田 、 宮城、山形 、福島  

北関東地区 大会  栃木、群馬 、埼玉 、 新潟  

東京地区大 会  茨城、千葉 、東京 、 山梨、長野  

南関東地区 大会  神奈川  

東海地区大 会  静岡、愛知 、三重 、 岐阜  

北陸地区大 会  富山、石川 、福井  

関西地区大 会  滋賀、京都 、奈良 、 大阪、和歌 山、兵 庫 、  

中四国地区 大会  岡山、広島 、鳥取 、 島根、山口 、香川 、 徳島、愛媛 、高知  

九州地区大 会  福岡、佐賀 、長崎 、 大分、熊本 、宮崎 、 鹿児島  

沖縄地区大 会  沖縄  

 

 

 



(5) 参加チー ム数   

 

 2014 年 は、開 催規 模により各 地区大 会 の受入可能 チーム 数 を以下とし ます。  

地区  受入可能チ ーム数  地区  受入可能チ ーム数  

北海道地区 大会  24 東海地区大 会  50 

東北地区大 会  40 北陸地区大 会  20 

北関東地区 大会  25 関西地区大 会  30 

東京地区大 会   88 中四国地区 大会  30 

南関東地区 大会  40 九州地区大 会  40 

 沖縄地区大 会  25 

 

 

(6) 参加地区 の決定 および優先   

 

[1] 各地 区大会 はそ の運営規模 により 前 記のように 受入可 能 チーム数が 異なり ま す。   

[2] 各地 区大会 の申 込み順（先 着順） に チームを登 録しま す 。  

 

[3] 先着 順に申 込み 登録した結 果、受 入 可能チーム 数を超 え た場合、以 下とさ せ ていただ

きます。  

A. 他 の 地 区 で 空 枠 が あ る 場 合 、 そ ち ら へ の 参 加 を 推 奨 し ま す 。 こ の 場 合 、 参 加 チ ー ム 活

動拠点が原 則地区 以 外でも可と なりま す 。  

例：東京 都のチー ム が東京地 区に申し 込 んだが、東 京地区 が 既に受入可 能チー ム 数を超え

たため、空 枠のあ る 北海道地区 に参加 。  

B. 他地 区にも空 枠が ない場合 、また は、該 当チームが 空枠の あ る他地区へ の参加 を 希望し

ない場合、 ET ロボコ ンへの参加 をお断 り させていた だきま す 。  

 

[4] 受入 可能チ ーム 数を上回る 参加申 込 みがあった 場合に は 、同一企業・団体・学校で複

数チーム のお申し 込 みをされ ている場 合 、チーム数 を減ら し ていただく ようお 願 いするこ

とがありま す。  

 

[5] 以下 のチー ムに ついては先 着順と は せず優先参 加とし ま す。  

A. ET ロボコ ンの主 催、協力、 協賛団 体 からの参加 チーム  

B. スポ ンサーか らの 参加チーム  

  

 

６．連絡手 段と内 容  

  

 

(1)  実行委 員会と参 加チームと の連絡 は、電子メール および 電 子メールア ドレス を 登録し

たメーリ ングリス ト 機能を利 用します 。 参加チーム は連絡 用 電子メール アドレ ス の登録が

必要です 。これは 電 子メール 以外の連 絡 は実行委員 会負担 大 であること 、およ び 連絡履歴

保管の利便 性が高 い ためです。 緊急事 項 等の場合の み電話 、 ＦＡＸを利 用しま す 。  

メーリング リスト は 、全参 加 チーム が登 録されるも の（ ET ロボコン 14 全体 ML）と各地

区参加チー ムが登 録 されるもの（ ET ロボ コン 14 地区 ML）が あります 。逐次 確認 できる

電子メール アドレ ス を参加チー ムは確 保 しておいて くださ い 。  

なお、 ET ロボ コン 14 全体 ML には 各 チーム最大 2 つ のメ ールアドレ ス登録 と します。

これは、 チームあ た り大量人 数の登録 管 理は実行委 員会負 担 大であるこ と、お よ び登録者

のアドレ ス変更発 生 時に配信 エラーが 発 生し、その 対処に 実 行委員会お よびサ ー バ管理に

て苦慮す ることか ら です。ま た、上記 連 絡用の電子 メール ア ドレスには 携帯電 話 を 受信機

としたもの は登録 し ないでくだ さい。添付 ファイルに よるや り とりに不自 由があ る ことと、

配信エラー が多く な ることが理 由です 。  

  



 

(2)  準備段 階、競 技 当日におけ る参加 チ ームへの各 種伝達 事 項は適宜 、実行 委員 会ならび

に ET ロボコン実 行 委員から発 信され ま すので、そ れに従 っ てください 。注意 点 や期日等

については 特に遵 守 してくださ い。   

  

  

７．教育に フォー カ スした 協力 運営  

  

 

(1)  ET ロボコン は 技術者育成 活動で す 。技術者 の活動 をベ ースとして 教育的 な 運営がな

されます。  

 

 

(2) ET ロボコン 実 行委員 会、運 営に関 わるスタッ フは、多 くがボラン ティア・ベースの

活動です 。参加者 、 実行委員 、関係者 が 相互に協力 し、と も につくりあ げる活 動 として参

加してくだ さい。  

 

 

(3)  地区ご とに、参 加者への共 通技術 教 育を 2 回実施 します （制御要素 技術 お よ びモデ

リング基 礎教育 ）。  参加者は 共通技術 教 育へ参加で きます 。 会場等の都 合によ り 参加可能

人数は、各 チーム か ら最大 2 名です 。参 加は任意で す。   

 

 

(4)  コ ンテ ス ト前 に 、地 区 ご とに 本 番コ ース に よ る試 走 機会 を提 供 し ます 。 (共 通 試走 会

として 2 回予定）。 試走コース を使っ て の実走テ ス トの場 で 、チューニ ングの ヒ ントなど

をつかん でいただ く ことがで きます。 走 行体、及び チュー ニ ングのため の機材 は 各チーム

でご用意く ださい 。 参加は任意 です。   

 

 

(5) 前 記 (3)(4)の共 通運 営と は 別に 、地 区ご とに 個 別技 術教 育、 個別 試 走会 が開 催さ れる

場合があり ます。 参 加は任意で す。   

 

 

(6)  参加者 がその後 の教育に生 かすこ と のできる素 材とし て  

・全出場チ ームの コ ンセプトシ ート、 モ デル企画 を 収めた 電 子媒体を、 コンテ ス ト後に全  

 ての出場 チーム に 配布します 。ただ し、モデル企画 審査 不 参 加チームに は配布 し ません 。  

・モデル企 画審査 参 加チームの モデル 企 画審査 に対 して、 審 査員による 評価コ メ ントが  

 付けられ ます。  

 

 

(7) 地区大 会、チャ ンピオンシ ップ大 会 は それぞれ 3 つ のイ ベントで構 成され ま す。  

 

[1]競技会  

デベロッパ ー部門 走 行競技、ア ーキテ ク ト部門パフ ォーマ ン ス実施する 場です 。  

 

[2]懇親会  

参加 者 、 実行 委 員 、 協力 者 ・ スポ ン サ ー 等、 関 係 者全 員 で の 交流 会 で す。 ET ロ ボコ ンは

企業、学 生、教育 者 が同じテ ーマで議 論 、交流でき る貴重 な 場です。こ こから 仕 事、業務

連携、共 同研究、 入 社、広報 等あらゆ る つながりが 生まれ て いま す。 参 加者は 懇 親会への

積極的な参 加が求 め られます。  

 

[3]モデリ ング・ ワー クショップ  

審査員に よる、モ デ ル 企画 審 査内容お よ び 競技 結果 等から の 分析、傾向 、特筆 事 項等、今



後の組込 みモデリ ン グ 、シス テム企画 開 発 の方向性 を見い だ すワークシ ョップ を 開催しま

す。また 、個別テ ー マによる ミニ・ ワ ー クショップ やチー ム ごとに審査 員にモ デ リング内

容を相談す る場等 が 設けられ る 場合が あ ります。  

参加者はモ デリン グ ・ワークシ ョップ へ の積極的な 参加が 求 められます 。  

 

[4]上記以 外にも 特別 なイベント を開催 す る場合があ ります 。  

 

 

(8) ET ロボコン 14 全体 ML は、参加者 、実行 委員によ る様 々な意見交 換、技術 交流の場

としても活 用され ま す。  

 

 

８．著作権 、他  

  

 

(1)   ET ロ ボ コ ン参 加 の た め に 新 たに開 発 し た ソ フ ト ウェア の 著 作 権 は 、 開発者 に 帰 属

します。 市販のラ イ ブラリな どを組み 込 む場合には 、その 仕 様と開発者 を開示 し なければ

なりません 。（こ れは 、第三者の 著作を 保 護するため の措置 で す）  

 参加した 方の、 準備 段階から競 技会当 日 にいたる過 程で ET ロボコン実 行委員 会 が撮影、

録画した映 像、音声 や、モ デル企画 審査 図など一般 開示し た 技術情報と 取材内 容 は、Web、

雑誌などに 掲載す る ことができ るもの と します。  

  

 

(2)  ET ロボコン で 使用する知 財（ソ フ トウェア、 音楽、 画 像、動画、 意匠、 商 標  等）

について は、各チ ー ムにて管 理すると と もに、利用 にあた っ ては法令遵 守に充 分 注意して

ください 。実行委 員 会で気が ついたも の については 注意喚 起 しますが、 すべて で きること

ではなく、 法令違 反 への責任は 負えま せ ん。  

参加チーム が使用 す る知財につ いて、 権 利者より ET ロボ コ ン実行委員 会に対 し て確認、

請求 、 賠 償、 訴 訟 等 およ び そ れら に 類 す る行 動 が なさ れ た 場 合、 ET ロ ボコ ン 実 行委 員会

はその責任 を負わ ず 参加チーム が責任 を 負うものと します 。  

各チームに おいて 、 知財、権利 に関し て 理解を深め 対応す る ようお願い します 。   

 

 

(3)  参加チ ームが提 出したコン セプト シ ート、モデル企 画審査 および審査 員によ る 評価コ

メントは 、全参加 チ ームに電 子データ と して配布さ れ、各 会 場にて掲示 される も のとし、

さらに翌年 以降の 参 加チームへ の参考 情 報として開 示、配 布 できるもの としま す 。   

 

 

(4)  ET ロボコン の 趣旨は、組込 み シス テム をモデ ル ベー ス で企画・開発 できる 技術者育

成と技術の 普及に あ ります。こ のために ET ロ ボコン実行 委員 会などが学 会、書籍、Web、

セミナーな どで競 技 者の著作物 を引用 す る場合があ ります 。この際の引 用元は 、“ ET ロボ

コン 実 行 委員 会 ” ま たは ” ET ロボ コ ン 資料 集 ・ 実行 委 員 会 編” と し 個別 の 引 用 許諾 は省

略します 。引用す る 場合につ いても、 チ ーム名等の 公開情 報 までを記載 できる も のとし、

それ以外の 情報は 記 載しません 。（許 諾さ れる場合は 、この 限 りではあり ません ）   

  

 

 

 

 

 

 

 

 



９．個人情 報の取 り 扱い  

  

  

参加およ びアンケ ー ト等によ り収集し た 個人情報は 、主催 者 である（社 ）組込 み システム

技術 協 会 及び 実 行 委 員会 が 有 し、 ET ロ ボコ ン が より 一 層 参 加者 の 皆 様の ご 期 待 に添 うた

めの資料と して 、情 報提供サー ビス /輸送・配送サービ スに活 用させてい ただく こ とがあり

ま す 。 ま た 、 収 集 し た 個 人 情 報 を 第 三 者 機 関 に 提 供 す る こ と は あ り ま せ ん 。 た だ し 、 ET

ロボコン 会場およ び 関連行事 において 、 お名刺のご 提供も し くはそれに 準ずる 情 報のご提

供をいた だいた場 合 には、そ の提供先 各 社・団体に 対する 情 報のご提供 のご許 可 をいただ

いたものと 判断さ せ ていただき ます。   

  

 

以上   

 

 

【改訂履歴 】   

2014/03/07 Ver1.0  


